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特別
公開

展覧会
情報

雛ひ

な

と
雛
道
具

直な
お

弼す
け

発
見
！

　
　

大た
い

老ろ
う

・
井
伊
直
弼
の
職
務

テ
ー
マ
展

10
3月
日

11
4月
日

特
別
公
開

雛ひ
な

と
雛
道
具

3
2月
日

7
3月
日

弥
千
代
の
雛
道
具
の
う
ち　

打う
ち

掛か
け

当
館
蔵

着
物
の
上
に
羽は

織お

る
打う

ち

掛か
け

の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
。
井
伊
家
十
三
代
直な

お

弼す
け

の
息

女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～
一
九
二
七
）

の
婚
礼
調
度
と
し
て
調
え
ら
れ
た
雛

道
具
の
一
つ
で
す
。
他
の
雛
道
具
と

同
様
、
弥
千
代
の
婚
礼
道
具
を
模
し

て
誂
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

身
丈
は
お
よ
そ
三
十
セ
ン
チ
と

実
物
の
約
五
分
の
一
の
大
き
さ
で
す

が
、
刺
繍
や
染
め
の
技
法
で
、
花は

な

束た
ば

模
様
や
亀き

っ

甲こ
う

繋つ
な
ぎ

模
様
が
巧
み
に
描
き

出
さ
れ
て
お
り
、
実
物
と
見み

紛ま
ご

う
ば

か
り
に
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

井
伊
家
の
姫
君
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や

か
な
装
い
を
今
に
伝
え
て
く
れ
る
、

貴
重
な
一
領
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

テ
ー
マ
展

1
12月

日

22
12月

日

祈
り
と
救
い

　
　
　

― 

彦
根
城
博
物
館
仏
教
美
術
選 

―

テ
ー
マ
展

1
1月
日

11
2月
日

中
国
故
事
人
物
の
姿

　　　

― 

三
国
志
の
諸し

ょ

葛か
つ

孔こ
う

明め
い

か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詩し

聖せ
い

李り

白は
く

ま
で 

―
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古
来
よ
り
人
々
は
、
時
に
現
世
の
利り

益や
く

を

願
い
、
時
に
来
世
の
救
い
を
求
め
、
神
仏
に

祈
り
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
祈
り
や
願
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
表

さ
れ
た
仏ぶ
っ

尊そ
ん

や
人
々
の
祈
る
姿
を
通
し
て
、

往
時
の
人
々
が
縁
よ
す
が

と
し
た
信
仰
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
展
で
は
、
当
館
が
収
蔵
す
る
仏
教
美
術

の
作
品
か
ら
、
主
に
絵
画
、
彫
刻
、
経
典
を

紹
介
し
ま
す
。

信
仰
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た

崇
高
な
る
世
界

を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

中
国
故
事
人
物
の
姿

　

―
三
国
志
の
諸し

ょ

葛か
つ

孔こ
う

明め
い

か
ら

詩し

聖せ
い

李り

白は
く

ま
で
―

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

展
示
室
６

特
別
公
開

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

　

中
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
語
り
継
が
れ
て

き
た
種
々
の
故
事
は
、
日
本
で
も
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
、
文
学
や
美
術
、
芸
能
等
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
絵
画

や
工
芸
品
な
ど
に
見
る
中
国
故
事
に
登
場
す

る
人
物
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

雛ひ

な

と
雛
道
具

江
戸
時
代
、
大
名
家
で
は
、
姫
君
の
婚
礼

に
際
し
て
、
調
度
や
雛
道
具
な
ど
の
道
具
一

式
を
調
え
て
婚
家
に
持
参
す
る
慣
わ
し
が
あ

り
ま
し
た
。
安あ
ん

政せ
い

五
年
（
一
八
五
八
）、
井
伊

家
十
三
代
直な
お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六

～
一
九
二
七
）
が
、
高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
い
だ
際
に
も
、
大
揃
え
の
婚
礼
調

度
と
と
も
に
、
雛
と
雛
道
具
が
調
え
ら
れ

ま
し
た
。

本
展
で
は
、
弥
千
代

の
雛
と
雛
道
具
を
、
地

元
の
旧
家
に
伝
え
ら
れ

た
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り

と
と
も
に
一
挙
に
公
開

し
ま
す
。

井
伊
家
十
三
代
直
弼
は
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
に
江
戸
幕
府
の
大
老
に
就
く

と
、
幕
閣
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
条
約
締
結
や

将
軍
継
嗣
な
ど
の
政
治
課
題
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
大
老
の
職
務
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
政
務
の

議
論
・
判
断
、
幕
府
行

事
へ
の
出
席
な
ど
も
大

事
な
仕
事
で
あ
り
、
直

弼
は
大
老
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
職
務
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
展
で

は
、
直
弼
が
、
日
々
江

戸
城
で
行
っ
て
い
た
仕

事
を
紹
介
し
ま
す
。

直
な
お
　
す
け弼

発
見
！

大た

い

老
ろ

う

・
井
伊
直
弼
の
職
務

■
日
時　

２
月
４
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

３
月
11
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

早
川 

駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

鍾
馗
図
（
部
分
）　

狩
野
永
岳
筆

■
日
時　

１
月
７
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

武
仙
手
鑑　

狩
野
常
信
筆

弥
千
代
の
雛
道
具

井
伊
直
弼
大
老
就
任
誓
詞
控

12
1

（木）

12
22

（木）

1
1

（日･祝）

2
11

（土）

2
3

（金）

3
7

（火）

3
10

（金）

4
11

（火）

～

３
月

12
月

祈
り
と
救
い

 

―
彦
根
城
博
物
館
仏
教
美
術
選
―

■
日
時　

12
月
３
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

稚
児
大
師
像
（
部
分
）
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武
芸
を
学
ぶ
彦
根
藩
士
達

江
戸
時
代
は
、
初
期
と
幕
末
を
除
け
ば
約

二
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
戦
争
の
な
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
平
和
な
時

代
に
あ
っ
て
も
全
国
の
武
士
達
は
本
質
的
に
は

戦
闘
者
で
あ
り
、
常
に
有
事
に
備
え
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
彦
根
藩
に
お
い
て
も
同
様
で
、
藩
士

達
は
弓
術
・
鎗
術
・
剣
術
な
ど
の
武
芸
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
詳
し
い
内
容
は
よ

く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
現
在
判
明

し
て
い
る
、
彦
根
藩
士
達
の
武
芸
稽
古
の
状
況

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
、
彦
根
藩
士
が
武
芸
を
学
ぶ

施
設
と
し
て
存
在
し
た
の
が
、
藩
校
の
稽
古
館

（
の
ち
弘
道
館
と
改
称
）
で
す
。
稽
古
館
は
寛

政
十
一
年
（
一
七
九
九
）、
内う

ち
く
る
わ

曲
輪
（
内
堀
と

中
堀
の
間
）
西
部
、
現
在
の
彦
根
市
立
西
中
学

校
付
近
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
稽
古
館
に
は
、

藩
の
知
行
取
藩
士
お
よ
び
そ
の
子
弟
で
、
十
五

才
か
ら
三
十
才
ま
で
の
者
は
必
ず
出
席
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、

扶
持
米
取
藩
士
、
十
五
才
未
満
ま
た
は
三
十
才

以
上
の
知
行
取
藩
士
の
出
席
も
可
能
で
し
た
。

藩
校
で
は
、
学
問
と
し
て
兵
学
・
天
文
学
・

算
学
な
ど
が
教
授
さ
れ
、
武
芸
は
槍
術
・
居

合
・
剣
術
・
柔
術
・
薙な
ぎ

刀な
た

・
砲
術
な
ど
が
教
授

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
彦
根
藩
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
武
芸
に
は
複
数
の
流
派
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。

で
は
、
藩
士
ら
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
武

芸
と
流
派
を
学
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
彦

根
城
博
物
館
に
は
、「
天
明
元
年
御
代
見
出
前

書
写
」（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
）
と
い
う
史
料

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
史
料
に
は
、
藩
校
創
設
以

前
の
状
況
で
す
が
、
彦
根
藩
士
た
ち
の
武
芸
稽

古
の
具
体
像
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
史
料
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に

彦
根
に
お
い
て
行
わ
れ
た
演
武
の
、
武
芸
各
流

派
ご
と
の
参
加
者
の
一
覧
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
こ
に
は
、
演
武
に
参
加
し
た
藩
士
延

べ
一
四
三
六
人
の
人
名
が
流
派
ご
と
に
記
さ
れ

て
お
り
、
彦
根
藩
に
お
け
る
武
芸
諸
流
派
お
よ

び
武
芸
稽
古
者
の
状
況
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
彦
根
藩
に
は
、
弓
術
は

四
流
派（
日
置
流
・
武
田
流
・
片
岡
流
・
吉
田
流
）、

鎗
術
は
四
流
派
（
風
伝
流
・
心
鏡
流
・
宝
蔵
院

流
・
天
流
）、剣
術
六
流
派
（
念
流
兵
法
未
来
記
・

念
流
兵
法
・
新
念
流
兵
法
・
正
法
念
流
未
来
記

兵
法
・
知
明
流
兵
法
・
鉄
石
固
メ
一
流
兵
法
）、

居
相
二
流
派
（
新
心
流
・
片
山
伯
耆
流
）
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
流
派
ご
と
の
参
加
人

数
を
計
算
す
る
と
、
こ
の
当
時
、
弓
術
は
日
置

流
、
鎗
術
は
風
伝
流
、
剣
術
は
念
流
兵
法
未
来

記
、
居
相
は
新
心
流
の
稽
古
者
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

ま
た
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
人
の
藩
士

が
弓
・
鎗
・
剣
な
ど
複
数
の
武
芸
を
学
ん
で
い

る
様
子
が
具
体
的
に
判
明
す
る
点
で
す
。
例
え

ば
、
越
石
何
右
衛
門
（
七
代
目
、
二
百
石
）
の

弟
・
八
郎
は
、
弓
術
は
武
田
流
、
鎗
術
は
心
鏡

流
、
剣
術
は
念
流
兵
法
未
来
記
を
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
西
堀
源
蔵
（
三
代
目
、
五
十
俵
八

人
扶
持
）
は
、
弓
術
は
武
田
流
、
鎗
術
は
風
伝

流
、
剣
術
は
正
法
念
流
未
来
記
兵
法
を
学
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
天
明
元
年
御
代
見
出
前
書
写
」
を
読
み
解

く
と
、
平
和
な
時
代
に
お
い
て
も
、
職
業
軍
人

た
る
武
士
の
責
務
と
し
て
、
複
数
の
武
芸
の
稽

古
に
精
を
出
す
彦
根
藩
士
達
の
姿
が
見
え
て
き

ま
す
。�

（
青
木 

俊
郎
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

博
物
館
の
正
月
飾
り

　

年
末
に
な
る
と
、
博
物
館
で
は
能
舞
台
に

注し

連め

縄な
わ

と
鏡
餅
を
供
え
て
、
新
た
な
年
を
迎

え
る
準
備
を
し
ま
す
。
ま
た
、
井
伊
家
当
主

の
甲
冑
に
は
、
太
刀
と
弓
を
備
え
た
具ぐ

足そ
く

飾
か
ざ
り

を
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
武
家
の
正
月
行
事

で
あ
る
具ぐ

足そ
く

祝い
わ
い
に
倣
っ
た
も
の
で
す
。

　

新
春
を
彩
る
め
で
た
い
飾
り
を
、
こ
の
機

会
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

１
月
１
日（
日
・
祝
）～
１
月
10
日（
火
）

天
明
元
年
御
代
見
出
前
書
写

◆工事による臨時休館の
おしらせ◆

工事の進捗状況により前後する場合があります。

その場合はホームページなどお知らせします。

ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。

休　　館：３月 ８日（水）・９日（木）

一部休室：２月12日（日）～３月７日（火）



編集・発行 〒522-0061	 滋賀県彦根市金亀町１番１号
	 TEL 0749（22）6100　 FAX 0749（22）6520
	 http://hikone-castle-museum.jp/

この印刷物は 8000 部作成し、印刷単価は７円です。

２月
4
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

雛
と
雛
道
具

美
術
講
座

知
的
美
術
探
訪

　

―
日
本
美
術
に
見
る｢

写
し
」
―

18
土

25
土

11
土

開
館
記
念
日

１月
7
土

中
国
故
事
人
物
の
姿

―
三
国
志
の
諸
葛
孔
明
か
ら
詩
聖
李
白
ま
で
―

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

28
土

入
門
講
座

彦
根
藩
の
歴
史

　
　

井
伊
直
虎
と
井
伊
直
政

11
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

直
弼
発
見
！

　
　

大
老
・
井
伊
直
弼
の
職
務

彦
根
藩
の
歴
史　

井
伊
直
虎
と
井
伊
直
政

　

戦
国
時
代
、遠
と
お
と
う
み
の
く
に

江
国
井い
い
の
や

伊
谷
（
現
静
岡
県
浜
松
市
）

の
国く
に

衆し
ゅ
う

（
土
着
の
地
域
領
主
）
の
娘
と
し
て
生
ま

れ
た
井
伊
直な
お

虎と
ら

や
彼
女
を
と
り
ま
く
社
会
に
つ
い

て
、
史
実
を
も
と
に
解
き
明
か
し
、
直
虎
に
養
い

育
て
ら
れ
た
井
伊
直な
お

政ま
さ

が
徳
川
家
康
の
天
下
統
一

事
業
を
助
け
、
つ
い
に
は
近
江
国
の
大
名
と
な
る
、

彦
根
藩
草
創
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

　

１
月
28
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
16
時

　

第
１
講「
井
伊
直
虎 

－

井
伊
氏
苦
難
の
時
代

－

」

�

（
青
木
俊
郎
）

　

第
２
講

　
　
「
井
伊
直
政 

－

赤
備
え
の
活
躍
と
彦
根
藩

　
　

 

の
成
立

－

」�

（
渡
辺
恒
一
）

■
会
場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
定
員　

１
２
０
名

■
資
料
代　

２
０
０
円

■
申
込

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
の
上
、「
入
門
講
座
係
」
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
１
人
に
つ
き
１
通
）。
彦

根
城
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

■
申
込
期
間

　

12
月
１
日
（
木
）
～
12
月
20
日
（
火
）
必
着

知
的
美
術
探
訪 

―
日
本
美
術
に
見
る｢

写
し
」
―

　

｢

写
し
」
と
聞
く
と
コ
ピ
ー
・
偽
物
と
い
っ
た
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
美
術
に
お
い
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
が
絶
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、「
写
し
」
は
、

優
れ
た
作
品
の
技
を
学
び
、
伝
え
、
さ
ら
に
は
新

た
な
作
品
を
生
み
出
す
原
動
力
と
も
な
っ
て
い
ま

し
た
。

■
日
時
・
内
容

　

２
月
18
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
15
時
20
分

　

第
１
講
「
彦
根
屛
風
の
写
し
と
ア
レ
ン
ジ
」

（
髙
木
文
恵
）

　

第
２
講
「
能
面
に
お
け
る
本ほ

ん

面め
ん

写
し
」

（
茨
木
恵
美
）

　

２
月
25
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
15
時
20
分

　

第
３
講
「
仏
像
の
模
刻
と
霊
性
」（

古
幡
昇
子
）

　

第
４
講
「
湖
東
焼
に
み
る
名
陶
写
し
」

（
奥
田
晶
子
）

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

50
名

■
資
料
代　

２
０
０
円

　

＊
１
講
の
み
の
受
講
の
場
合
も
同
額

■
申
込　

当
日
受
付

　
　
　
　
（
先
着
順
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

催
し

常設展示　“ほんもの”との出会い

雛と雛道具
2/3 ～ 3/7

特別公開

直弼発見！
大老・井伊直弼

の職務
3/10 ～ 4/11

テーマ展 12
月
～

３
月

美
術
講
座

入
門
講
座

井
伊
直
政
画
像

12月
3
土

10
土

25
日 

～
31
土　
　
　

休　

館

12/
23･24

 

展示替により一部休室

テーマ展

祈りと救い
―彦根城博物館仏教美術選―

12/1 ～ 12/22

祈
り
と
救
い

　
　
　

―
彦
根
城
博
物
館
仏
教
美
術
選
―

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

講
演
会　

城
郭
博
物
館
三
館
連
携
講
演
会

天
下
人
の
合
戦

―
信
長
・
秀
吉
・
家
康 

そ
れ
ぞ
れ
の
分
岐
点
―

３月

会
場

：

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

＊
事
前
申
込
制

中国故事人物の姿
―三国志の諸葛孔明から詩聖李白まで―

1/1 ～2/11

テーマ展

能
面 

獅
子
口　

友
水
庸
久
作

8
水 

・
9
木　
　
　

休　

館

2/
1･2･12 ～

3/
7

展示替により一部休室


